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Integrated Emotion System) (e.g., Blair et al., 2005 福
井訳, 2009) に着目し，本論文の結果が IES では説
明が難しいことを論じた。そして，本論文の理論
的貢献と実践的貢献について述べた。最後に，本
論文の課題と今後の展望として，認知機能と共感
性，および社会的行動を異なる指標で測定したこ
とによる因果関係の不明確さ，低次な情報処理と
高次な情報処理の相互作用関係を考慮することを
はじめとする将来のモデルの精錬，用いた測度の
限界点について論じた。これらの検討によって，
本論文で提唱したモデルのさらなる精緻化や， 先
行研究で提唱されている理論の発展へとつながる
ことが期待される。
